
ペイントフレームの錆除去と再塗装作業 

作業手順とお勧め工具、塗料のご紹介 

 

■ 工具・材料 

＊この資料に掲載のおすすめ商品は全て【モノタロウ】で入手可能です。（ネット購入） 

 他業者でご購入される方が割安なケースもありますので、色々検索されることをお勧めいたします。 

  

サンドペーパー（さび落としと塗装面研磨） 

   ・サンドペーパーは、紙製のものよりも布製のものをお勧めいたします。 

   作業のしやすさが格段に違い、長持ちします。 

 

  ・サンドペーパーには、目の粗さ「粒度」の種類があります。 

   今回の作業では、粒度「120、240、400」の 3 種類程度があれば対応可能です。 

   サンドペーパーは使用と共に摩耗しますので、錆の範囲により複数枚のサンドペーパー 

   をご準備していただく必要がございます。 

 

ワイヤーブラシ（さび落とし） 

  ・サンドペーパーと併用して、錆や浮いた塗膜を除去できる工具として、ワイヤーブラシがあります。 

   ワイヤーブラシのワイヤーには、用途に応じた様々な素材のものがあり、今回の作業に適している 

のは、ブラシの最も硬い「ステンレスワイヤーブラシ」です。 

ブラシ部分の形状も、バリエーションがあり、先の曲がったタイプのものが便利です。 



 

 

 

  養生シート（塗装しない部分の保護） 

  ・塗装時、非塗装部分への塗料の飛散防止のための養生（保護）に便利な商品をご紹介いたします。 

 

片側に粘着テープが付いたビニールシートです。任意の長さにカットして使用します。 

   このほかに、養生テープや、マスキングテープ（紙製）などがあると完璧な養生が可能です。 

 

 

 

 



■ 洗浄剤 

  パーツクリーナー（塗装前の塗装面洗浄） 

 

少々高額ですが、こちらがお勧めのクリーナーです。 

 

マシンメンテナンスにもご使用可能です。 

 

 

お手頃価格の商品です。 

 

 

 



■ 塗料関連 

 プライマー（錆を除去した下地に、防錆の目的や塗装を密着させる目的で下塗りする塗料） 

  ・プライマー（下塗り用塗料ですので、カラーを選ぶ必要はありません） 

 

錆止め剤の配合されたプライマーです 

 

 

カラーなしの透明なプライマーです。 

 

＊プライマーを使用せず、直接カラーペイント塗装を行うと塗装面が剥がれ易くなる恐れがあります。 



 塗料（塗膜の強度が高い「2 液性ウレタン塗料」をご紹介いたします。） 

 

 

 

 



 クリアコート（マットブラック以外のマシンの塗装面保護） 

マシンの本体フレームのカラーがマットブラック（艶消し黒）の場合を除き、塗装面のコーティング 

として、「塗料」の項目でご紹介しました「2 液性ウレタン塗料」の「クリア」（透明）を使用していた 

だくのがお勧めです。。 

塗装面の仕上がりがより美しく、耐久性、防錆性も上がり、色落ちも防げます。 

＊注意 

マットブラック（艶消し黒）のフレームの場合は、クリアコートすると艶ありの通常黒塗装となって 

しまいますのでご注意ください。 

マットブラック塗装のマシンに関しては、クリアコートの代わりに塗装の工程を 1～2 回多く行って 

いただくことで、塗装面を厚くし、耐久性を向上することができます。 

 

＊マットブラック塗装とは： 

塗装表面がザラっとした手触りの艶のない特殊塗装です。（カラーは黒のみ） 

 これ以外の通常塗装は、最終仕上げに透明な保護塗膜（クリアコート）が施されており、ツルっとした 

手触りで、艶のある表面仕上げとなっています。 

 

 

■ ご注意 

  ・運送保安上の関係で、弊社マシンに使用されているオリジナルカラーの純正塗料スプレーは、基本的 

   に日本への輸入が不可能となっております。 

そのため、市販塗料で最も近いカラーの塗料（スプレー）をご入手いただく必要がございますので 

新品同様の完璧な塗装の再現が困難であることをご理解くださいませ。 

 

  ・本資料で最重要視する目的は「発生した錆の除去と再発予防」となります。 

 

  ・塗装後は、塗膜の完全乾燥の為、すぐにマシンを使用せず、24 時間程度の乾燥時間を設けて下さい。 

 

  ・塗装完了後のマシン清掃は、洗剤やパーツクリーナー等溶剤のご使用は避け、硬く絞った水拭きで 

行って下さい。（塗装面を痛めたり、曇りを生じる可能性があります。） 

 

  ・作業を行われる際は、必ず防塵マスクや防護メガネ、グローブ（軍手など）をご使用いただき、怪我 

   や塗装の吸い込みなどに十分にご注意ください。 

   また作業は、施設の窓を開放し、換気扇や扇風機等を利用して風通しの良い環境で行ってください。 

 

 

 

次ページ 作業手順書 



錆除去 防錆再塗装 作業手順 

 

1． 飛散した塗料の付着を防ぐため、対策箇所周辺の塗装しないマシンの部位、床、壁などに養生（保

護シートや保護テープでのマスキング）を行ってください。 

 →  

 

2． 錆の発生している部分の、浮いた塗装膜や赤錆などを、サンドペーパーやワイヤーブラシなどを

使用して取り除きます。 

この作業は、目の粗いサンドペーパー（100～200 番台）を使用してください。 

     

 

3． 目の細かいサンドペーパー（200～400 番台）で、塗装を剥がした部分と塗装が残っている部分

の段差を、可能な限り均一に（凸凹がない状態に）なるよう、研磨してください。 

この作業は、塗膜をはがした部分より広範囲に（通常塗装面まで）行います。 

     



4． 塗装範囲の全てをパーツクリーナーで洗浄します。 

ウエス（ぼろ布やメンテナンス用ペーパータオルなど）にパーツクリーナーをたっぷり振って 

錆除去面に残った錆び、鉄粉、塗膜、油分、汚れなど、可能な限り綺麗に拭き取ってください。 

 

5． プライマー塗装を行います。 

下地処理となるプライマーを、サンドペーパーをかけた全ての面にスプレーします。 

＊一度に塗りすぎず、薄い塗装を数回繰り返してください。（一気に塗ると塗料が垂れてしまい 

仕上がりが悪く、塗膜の強度にも影響します。） 

 一度塗装した面は、すぐに上塗りせず 20～30 分の乾燥時間をとってから行ってください。 

 夏場と冬場では、乾燥にかかる時間が大幅に変わります。（真冬なら 1 時間ほど乾燥） 

プライマー塗装は 2～３回が目安です。 

  

 

6． 本塗装を行います。プライマーが乾燥したら、本塗装に入ります。 

同じように薄い塗装を、乾燥を挟みながら数回行います。本塗装は 3 回塗りが目安です。 

マットブラック（艶消し黒）塗装の場合は、4～5 回塗り重ねてください。 

塗装回数が増えるほど、塗装面が乾くまで時間がかかるようになりますのでご注意ください。 

マットブラック塗装は、この工程で塗装完了です。換気の良い状態で 24 時間乾燥してください。 

  

 

7． クリアコートを行います。（マットブラック以外のカラーの場合） 

5.6.の工程と同様に、2 回程度クリア（透明の塗料）塗装を施して作業完了です。 

完了後は換気の良い状態で 24 時間乾燥放置してください。 

以上 


